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2018年 5月 30・31日、世界連邦運動協会ユースフ

ォーラム支部が主催団体の一つとなって、ニューヨ

ークの国連本部にて官民連携SDGs推進会合を開催し

た。SDGs(Sustainable Development Goals：持続可

能な開発目標)とは、2015年に国連加盟国の全会一致

で採択された、2030 年までに達成を目指す「世界の

目標」である。 

 この会合はアンワルル・K・チャウドリー国連大使

(元国連事務次長)が議長となり招集。世界連邦運動

協会ユースフォーラム支部の他、共催団体として

UNOP(国連事務局・パートナーシップ事務所)、

FOUNAP(国連の友・アジアパシフィック )、 UN 

Delegates Dining Roomが名前を連ねた。日本政府も

外務省・経済産業省が後援についた。そして UNOP設

置者であるアミル・ドサル氏、SDGs アクションキャ

ンペーンのディレクターであるミッチェル・トミー

氏、ユネスコからリリー・グレイ氏、国連人口基金

からマリアローザ・カティーロ氏などをはじめ国連

諸機関から代表者が参加。日本からは、政府より星

野俊也国連大使が参加したほか、「福島県の内堀雅雄

知事とこどもたち（東日本大震災および原発被害か

らの復興を目指している）」、「静岡県静岡市の田辺信

宏市長（SDGs 未来都市として安倍晋三首相から表彰

された）」、「福井県鯖江市の牧野百男市長（鯖江市は

メガネ・漆器などの産業振興や女性活躍で自治体ラ

ンキング上位を独占、ミニ都市としては異例に人口

が増加）」、「東京ガールズコレクション(以下 TGC)の

村上範義社長（TGC は、SDGs 啓発のために国連アク

ションサポートステージを 3 年前から開催している

日本最大級のファッションイベント）」、「シャンソン

化粧品の川村修会長（女性の自立と活躍に力を入れ

ている）、」そして宗教家で文化人でもある田中朋清

世界連邦日本宗教委員会(以下日宗委)事務総長など、

各界のアクターが参加した。 

会合の本番である 31 日のフォーラムに先立ち、5

月 30日には、世界連邦ユースフォーラム支部長の谷

本真邦のコーディネートで、内堀知事が別所浩郎国

連大使を、また静岡市田辺市長・鯖江市牧野市長・

日宗委田中事務総長・TGC村上社長が星野俊也国連大

使を表敬訪問。さらに国連総会議場においてチャウ

ドリー議長から各位に、今後も SDGs 推進をはじめ、

国連の活動に協力を依頼する要請書を手交するセレ

モニーを開催。一般的に遠い存在と思われがちな国

連と、地方自治体や民間組織とのつながりを深める

ための交流をした。 

31 日は「Forum for Implementation of the SDGs 

2018」と名付けたフォーラムを行い、官民それぞれ

の取り組みを発表した。星野国連大使は「SDGs は皆

のものであり、国連はそのための啓発や推進をサポ

ートする役割がある」とスピーチ。また各アクター

からの発表に対し、チャウドリー議長は「皆さんの

活動は国際社会に対してSDGs推進のためのモデルケ

ースとなる」と評価した。 

その夜には、TGCファッションセレモニー at 国連

本部を開催。渡辺直美さん、EXILEさん、土屋アンナ

さん、香里奈さん、山田優さんなど、人気タレント・

モデルさんなどが多く出演。SDGs 推進やジェンダー

平等などを PRした。TGC のようなイベントを国連本

部内で開催することは異例であり、190を超える媒体

披露があった。これは国連を身近にすることや SDGs

啓発には大いに役立つことであろう。 

SDGs は大きくいうと、貧困・飢餓・健康・教育・

人権など人びとの生活に関係する問題を解決するこ

と、国家を超えた地球規模課題である環境問題の対

策、そして平和の構築である。この SDGsの達成は世

界連邦実現の土台であると筆者は考えている。これ

 

世界連邦運動協会 

World Federalist Movement of Japan 

国連で SDGs 推進会合開催 世連ユースフォーラムなどが主催 

 

2018 年 7 月 28 日 

第 648 号 

 

 

向かって左から日宗委田中朋清事務総長・鯖江市牧野市長・

星野俊也国連大使・TGC村上社長・谷本真邦 

 

 

 



 2 

らが改善しない限り、国境の壁は高く世界は一つに

なれない。しかしながらその認知度はまだまだ低く、

特に若年層を対象とした TGCでの調査では SDGsを知

っている者がわずか１％という結果であった。これ

らの認知度を高め、今回参加した各アクターの事例

を参考にしながら、これらの目標の達成に役立てた

いと思う。 

追記  7月 5日、一行は上記の国連 SDGs会合につ

いて、国会委員会の衛藤征士郎会長と外務省の堀井

外務大臣政務官に報告した。「自治体や民間がここま

で取り組んでいるとは感激した」と堀井氏は述べた。 

    （谷本 正邦） 

 

大会名 第 34回世界連邦日本大会 2018in亀岡 

主 旨 亀岡市は、昭和 30年、市制施行と同時に「世

界連邦平和都市」を宣言した市として、毎年 8 月を

「平和月間」と位置付け、様々な平和の取り組みを

進めている。また、平成 22年には「核兵器廃絶」の

趣旨を込めた「世界連邦・非核平和都市」を新たに

宣言し、「核なき世界」への実現を願い、平和を希求

する想いを広く内外に発信している。今回この大会

を機にさらに、広く世界に向け、世界恒久平和への

想いをアピールする。 

日 時 2018年 8月 18日（土）13：30～16：00  

会 場 ガレリアかめおか 大広間 

参加費 無料 

主 催 世界連邦推進日本協議会 

（構成団体：世界連邦運動協会・世界連邦日本国会

委員会・世界連邦宣言自治体全国協議会・世界連邦

日本宗教委員会・世界連邦日本仏教徒協議会・世界

連邦文化教育推進協議会） 

企画・運営 第 34 回世界連邦日本大会 2018in 亀岡

実行委員会（構成：亀岡市、亀岡市議会、亀岡市教

育委員会、亀岡市自治会連合会、亀岡青年会議所、

かめおか宗教懇話会、宗教法人大本、亀岡市神社総

代会、亀岡ライオンズクラブ、亀岡保津川ライオン

ズクラブ、亀岡ロータリークラブ、亀岡中央ロータ

リークラブ、国際ソロプチミスト亀岡） 

プログラム 開会、黙とう、中東和平プロジェクト 

スピーチ、記念講演、大会宣言  

※お茶席(12:30～14:30)200 名（なくなり次第終了） 

記念講演講師 裏千家 15代・前家元 千玄室 大宗匠 

講演内容 「世界の人とともに ―和の心―」  
講師プロフィール 1923(大正 12)年京都府生まれ。

同志社大学法学部経済学科卒業、ハワイ大学修学、 

韓国中央大學校大学院博士課程修了、文学博士。

1964(昭和 39)年千利休居士 15代家元 を継承、裏千

家今日庵庵主として宗室を襲名。2002 (平成 14)年嫡

男に家元を譲座し、千玄室に改名。「一盌からピース

フルネスを」の理念を提唱し、国際的な視野で茶道

文化 の浸透と世界平和を願い、各国を歴訪。 現在

の主な役職に外務省参与、ユネスコ親善大使、日本・

国連親善大使(外務省)、日本 国観光親善大使(国土

交通省)、公益財団法人日本国際連合協会会長、公益

社団法人日本 馬術連盟会長、京都大学大学院特任教

授、大阪大学大学院客員教授、ハワイ大学教授。国

８月１８日 第 34回世界連邦日本大会 2018in亀岡を開催  

世界連邦運動 70周年記念の大会 ぜひ亀岡で会いましょう!! 

国会委員会の衛藤征士郎会長(中央)に報告 
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内外で名誉博士号を多数受けている。 紫綬褒章、藍

綬褒章、文化功労者国家顕彰、勲二等旭日重光章、

文化勲章、レジオン・ド・ヌール勲章オフィシエ(フ

ランス)、大功労十字章(ドイツ)、聖マウリツィオ・

ラザロ騎 士団最高位大十字騎士(カヴァリエ)勲章、

独位勲章第１級(UAE)他受章、小松市名 誉市民、京

都市名誉市民。海外でもホノルル名誉市民など多く

の名誉市民を受けている。1999(平成 11)年財団法人

生涯学習かめおか財団初代理事長の千登三子夫人逝

去後、遺志を継ぎ、二代目理事長に就任。2011(平成

23)年まで理事長を務め、現在は公益財団法人生涯学

習かめおか財団名誉顧問。当協会顧問。 

大会事務局 第 34回世界連邦日本大会 2018 in亀岡

実行委員会事務局(亀岡市役所秘書広報課) 

Tel.0771-25-5001 

参加申し込み 支部毎にとりまとめて大会事務局ま

たは本部までお申し込みください。メールでお申し

込みの場合は、件名を「日本大会申し込み」と明記

願います。今回、懇親会は大会後ではなく、大会前

のお昼に行われます。お間違えの無いようお願いし

ます。 

    (村上 智規)

中東和平プロジェクトは、イスラエル・パレスチ

ナ双方から、紛争で肉親を失った遺児を日本に招き、

様々な交流を通じてお互いを理解し平和の大切さへ

の認識を深めてもらう取組である。世界連邦の理念

を具体化したプロジェクトと言って良いだろう。 

かつて麻生総理はこの取組を国連で紹介した。小

泉総理時代に総理大臣秘書官としてこのイベントに

同席した飯島勲氏は、世界連邦文化教育推進協議会

の第 1回大会の場で、「無骨な私ではあるが、この取

組には本当に感動した」と述べた。我々の活動を知

ってもらう際、中東和平プロジェクトを話の切り口

にすると関心を持ってもらいやすい。 

中東和平プロジェクトは、2003(平成 15)年に京都

府綾部市で始まり、2016(平成 28)年の和歌山県高野

町開催まで 10回を数える。2018年の今回は、紛争遺

児たちを派遣する窓口となってきたイスラエル・パ

レスチナ紛争遺族会 (PCFF： The Parents Circle 

Families Forum)の広報担当者を日本に招き、世界の

恒久平和の実現を目指す当プロジェクトの取組につ

いて広くアピールする。 

実施主体は第 34回世界連邦日本大会 2018 in 亀岡

実行委員会(会長：京都府亀岡市長 桂川孝裕氏)、後

援は世界連邦宣言自治体全国協議会(会長：京都府綾

部市長 山崎 善也氏)。 

PCFF から来日するのは、イスラエルの Yifat 

Mohar(ヤイファット•モハル)氏とパレスチナの Amal 

Abu Ayyash(アマル•アブ•アヤシュ)氏。8 月 18 日に

開催される世界連邦日本大会において過去の中東和

平プロジェクトに参加した遺児たちの現状や PCFFの

和平活動の取組等についてメッセージ・スピーチを

行う他、過去の開催自治体等を訪れ、情報共有・情

報発信を行う予定である。 

（塩浜 修） 

世界連邦運動協会副会長

で北海道支部長でもある荻

野忠則氏が『世界連邦ハンド

ブック 健やかに生きる』を

出版した。荻野氏と言えば、

全国の中でも最も熱心な会

員の一人として知られてい

る。その熱心さたるや、執行

理事会などの会議のたびに

ほぼ毎回豊富な資料つきで提案を行い、会議後は本

部事務局よりも早く議事録を作って支部会員に報告

するほどである。 

企画製作を行なったのは「はちどりクラブ 隆久

昌子氏」。「はちどりクラブ」はアンデス地方の先住

民に伝わる民話「ハチドリのひとしずく」に感銘を

受け、世界平和の実現のために一人ひとりが自らで

きることを考え実践している前向きで行動的な団体

である。隆久昌子氏はその代表として活動、本年赤

中東和平プロジェクト２０１８ 

― イスラエル・パレスチナ紛争遺族会の広報担当者を招聘 ― 

荻野副会長が世界連邦ハンドブックを出版 
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松賞の受賞者でもある。同団体のメンバーは全国各

地に広がっているが、世界連邦の活動としては北海

道支部に所属している。 

 第 1 章「健やかに生きる 感謝人生と世界連邦」

は平成24年に荻野氏が旭川支部で行なった記念講話

を記録したもの。荻野氏をよく知っている人は、こ

こを読むと氏の意見・行動の背景にある生命・自然

への思い、思想・哲学を知り、一層感銘を受けるで

あろう。 

 世界連邦のことをまだよく知らない人に読んでも

らうには、第 4 章以降を先にするのが良いかも知れ

ない。第 4 章は 1・2 節で戦争のことを書き、3・4

節で戦争を無くすための手段としての世界連邦を紹

介し、5節以降でこれまで成し遂げてきたこと、さら

に第 5 章でこれからなすべきことに触れている。特

に 52～54頁の「戦ある世の実感」だけでも多くの人

に読んでいただきたい。正に「実感」がこもってい

る部分である。 

 誰しも戦争は嫌だと思う。どこかで戦争が起こっ

たという映像をニュースで見れば、こういう悲惨な

ことは無くなってほしいと思う。しかし、学友が召

集令状で一人またひとりと去っていき、一部は帰ら

ぬ人となる。そして、「次は自分だ」「明日には自分

が召集され、二度と家族に会えなくなるかも知れな

い」という実体験は私にはない。そうした実体験が

ない世代が増えている。「戦ある世の実感」には、「次

は自分だ」という実体験を持つ世代の強い想いが込

められている。 

 戦争体験がない世代が増えているのは、それだけ

長く日本が平和だったということで、喜ばしいこと

である。ただ、戦争体験のない世代に世界連邦の必

要性を説いていかなければならない、という新たな

困難に直面しているのも事実だ。「日本も核武装すべ

きだ」などと簡単に言う若者すら現れている。新た

な運動展開を考えていく必要性を考えさせられる。 

 2～3 頁（一部は裏表紙にも）には「はしがきに代

えて」として「きみ 知るや」という詩が載ってい

る。必ずしも知られていないが、こんなに素晴らし

い世界連邦という運動があるのだということが文語

調による格調高い詩で謳われている。 

 「望むだけに非ず 仕組みをつくると それが世

界連邦」という部分は、正に世界連邦運動の特色を

見事に示した部分である。戦争の悲惨さ平和の大切

さについては、学ぶ機会も多い。しかし、戦争が起

こらない仕組みをつくってしまおうというのが私た

ちの運動の一番魅力的な点だと思う。 

このハンドブック、ぜひ手元に 1 冊、まだ会員に

なっていない人を説得するためにさらに数冊の購入

をお勧めしたい。 

著者：荻野忠則、書名：世界連邦ハンドブック 健

やかに生きる、発行所：銀河書籍、発売元：星雲社。

全国の書店やアマゾンで購入・注文が可能です。 

（塩浜 修） 

WFM 国際理事、金光教泉尾

教会前国際部部長の香西俊雄

氏が 6 月 28 日早朝、亡くなら

れた。享年 96 歳。 

 香西氏は常に WFM のホーム

ページをチェックし、世界における世界連邦運動

の最新動向に関心を寄せておられた。日本の運動

と世界の運動が連動していない場合に、それを危

惧し、総会などの際に熱く語ってくださった。時

として熱中のあまり早口になり、長時間にわたる

主張になったことを思い出す。 

 国際刑事裁判所ローマ規程の締約国会議の前に

WFM として意見を募集していたことや、もっと民

主的に国連事務総長を選ぶべきだという「1 for 7 

billion」運動を WFM が進めていたことなどは、香

西氏の指摘で気づかされた。熱く語る時の激しさ

と、会うたびに握手してくる時の笑顔が忘れられ

ない。ご冥福をお祈り申し上げます。 

 （塩浜 修） 

香西俊雄氏 逝去 
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5 月 26 日、神戸ポートアイランド北公園の、世

界連邦 『神戸平和の塔』前にて、第 39 回世界平

和祈願祭が開催された。平岡五城事務局長の司会

で始まり、開会の挨拶を世界連邦神戸婦人の会長

代行の志田照代氏がエスペラント語を混ぜて挨拶。

世界平和祈願祭祝詞が生田神社の権宮司によって

奏上された。 

 祭典後、主催者挨拶で池上

徹神戸支部長が今まで 一度

も雨が降ったことがないこと

に触れた。井戸敏三兵庫県知

事の祝辞が代読され、久元喜

造神戸市長の祝辞を市長室長

の山村昭氏が代読された。続

いて来賓祝辞が県会議員と市

会議員からなされ、続いて海

部会長のメッセージが阿久根

武志事務局長により代読され

た後、中野寛成会長代行と生田神社名誉宮司 加藤

隆久氏が挨拶。続いて世界連邦日本国会委員会長 

衛藤征士郎様、内閣官房副長官 西村康稔様、立憲

民主党幹事長 福山哲郎様、兵庫県会議員 加田俊

之様の祝電が披露された。 

奉納行事の司会は、浅田素美子氏が引き継ぎ進

行。最初に、兵庫岳風会の相馬岳凛一門によって

詩吟（出口日出麿氏の「更生の賦」）、朗詠（湯川

秀樹博士の「まがつ火」、小塩完次氏の「ゆるぎな

き」）が披露された。次に、琴・尺八・小太鼓の邦

楽アンサンブル“楽楽”の演奏が行われた。続く

フラッグセレモニーでは、WPPS 甲陽園グループに

よって 193 ｹ国の 国旗が並べられ、その内 17 ｹ国

と、日本、福島県、熊本県、大分県、兵庫県、神

戸市、世界連邦の旗が代表者によって掲揚された。

最後に阪神淡路大震災復興の歌「しあわせ運べる

ように」と「世界連邦の歌」 がカミノト•コーラ

スの先導によって全員で合唱された。 閉会の挨拶

で、平岡事務局長が「この地に『神戸平和の塔』

を建てられた、先達•先輩たちの思いを引き継ぎ、

兵庫県、神戸市が議会宣言されたことを深く受け

止め、少しでも発展させて頂きたいと切に願い、

皆様とご一緒に神戸の地から平和の扉“神の戸”

を開こうではありませんか！」と力強く締め括っ

た。最後の平和セレモニーとして“風船”が全員

によって大空高く放され、舞い上がる風船を見上

げながら閉会した。  

（神戸支部 平岡 五城） 

2018 年 6 月 11 日月曜日、大阪大正区の金光教

泉尾協会の会議室において、本年度近畿協議会が

行われた。冒頭の三宅光雄会長(金光教泉尾教会

長)の挨拶から総会が開始され、関係団体を含めた

活動報告と会計報告、次年度の活動方針・予算が

了承された。 

今年は総

会後に、「世

界連邦国会

委員会の活

動報告」を

テーマにし

た講演会が

行われた。

まず中野寛

成元世界連邦日本国会委員会会長(現・世界連邦運

動協会会長代行)が世界連邦日本国会委員会の歩

みを顧み、終戦の年の 12 月に尾崎行雄氏から世界

連邦決議案が国会に提出され、1949 年には松岡駒

吉衆議院議長(当時)が初代会長となって世界連邦

日本国会委員会が発足、そして 2005 年の国連創設

60 周年を記念した衆議院・世界連邦決議、さらに

は我が国の国連加盟 60 周年を記念した 2016 年参

議院・世界連邦決議に至る歴史を紹介。 

続いて、世界連邦日本国会委員会の事務局員の

谷本真邦が現在の世界連邦国会委員会の状況を以

下のごとく報告した。 

 

本年 4 月 12 日に行われた総会にて、第 17 代会

長に衛藤征士郎議員が就任した。最近は、国会議

員向けに国連高官を招いて講演会を開催し、国会

議員と国連との距離を近づける活動をしている。

また、本年 7 月には谷本が国会委員会として世界

連邦の世界大会に出席、各国にも世界連邦の国会

委員会を組織して連携する旨の提案をし、「残念な

がら現在は世界連邦のような組織は存在せず、国

家が社会の最高単位である。そこで世界でも日本

のように、市民運動のほかにも、国会議員のグル

ープを作り、国会決議をし、さらに政府に窓口を

置くというのは、世界連邦運動にとって有意義で 

神戸で第 39 回世界平和祈願祭 

世界連邦近畿協議会総会開催 

右：池上徹 神戸支部長 

 

中野寛成元世界連邦日本国会委員会会長

(現・世界連邦運動協会会長代行) 
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ある。世界でも国会・政府・自治体・宗教団体・

企業・組合・アカデミア・文化人など、産学官民

宗などの諸アクターが連携できる運動にしていく

ことが、世界連邦実現のために必要なことだ」と

主張した。                                 

（谷本 真邦） 

 

7 月 6 日、青梅支部総会が青梅市福祉センターにて

開催された。平成 29 年度の事業報告、決算報告が行

われ、平成 30 年度の事業計画、予算が承認された。

青梅支部は三鷹支部と同様に、長く自治体が支えて

おり、ポスター作文コンクールなどに積極的である。

総会には浜中啓一市長をはじめ井上信治衆議院議員

や青梅市の議員の方など青梅市政に関わる方が多数

参加した。本部からは阿久根事務局長が参加し、海

部会長のメッセージを代読した。青梅市では年末に

は平和写真展と平和のつどいの講演会が開催される。 

(阿久根 武志) 

6 月 28 日 三鷹支部総会 三鷹市役所 

7 月 5 日 国連 SDGs 推進会合について衛藤国会委員会

会長・堀井外務大臣政務官に報告 

7 月 7 日 青梅支部総会 青梅市福祉ｾﾝﾀｰ 

7月 7日 核兵器禁止条約採択１周年の声明 世界連邦

運動協会 

7 月 9 日～13 日世界連邦世界大会 ｵﾗﾝﾀﾞ･ﾊｰｸﾞ 

7 月 14 日 ﾋﾟｰｽﾋﾞﾚｯｼﾞ 講師：松田 雄馬氏「人工知能

ﾌﾞｰﾑの光と影」 

7 月 20 日 第一回執行理事会 衆議院第二議員会館 

＊7 月 26 日 国際連帯税ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 連帯税議連＋連帯税

ﾌｫｰﾗﾑ共催 衆議院第一議員会館 

8 月 14 日～21 日 中東和平ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 2018 

8 月 18 日 世界連邦宣言自治体全国協議会総会 

8 月 18 日 世界連邦日本大会 2018in 亀岡 

講演会 講師：千玄室氏（大宗匠・当協会顧問） 

 

青梅支部で総会 

本部と支部の主な動き  

編集後記 ☆今号より編集委員長を務めさせて頂くこととなりました。より良い Newsletter にみなさま

の力でしていきましょう。（大津）☆次号は日本大会と世界大会の記事を掲載予定。この二つが同時に載

るのは編集に関わって初めてだ。（塩浜）☆朝鮮半島非核化の交渉がそれにとどまらず、世界の非核化に

繋がれば、この交渉に尽力した国家首脳はノーベル平和賞を受賞することになるでしょう。（平口）☆西

日本豪雨で被害を受けた方にお見舞い申し上げます。今回から編集長が変わります。これまでありがとう

ございました。（阿久根） 

 

編集委員会/委員長：大津智史 副委員長：塩浜修・平口哲夫 委員：荻野忠則・村上智規 

あなたも世界連邦運動協会の会員になって一緒に活動してみませんか。 
入会希望の方は、住所・氏名・電話番号・メールアドレスをお書きの上、郵送か FAX、または E メ

ールにて下記の本部事務局へお申し込み下さい。メールの場合、件名を『入会申し込み』と明記願い

ます。 

世界連邦運動協会 〒107-0052 東京都港区赤坂 7-2-17 赤坂中央ﾏﾝｼｮﾝ 303 

TEL 03-6438-9442 FAX 03-6438-9443  E-mail: info@wfmjapan.org 

    普通会員／年額 5,000 円 □維持会員／年額 10,000 円 □賛助会員／年額 15,000 円 


